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株式会社ＩＫホールディングス 

 

育休取得・職場復帰率 11 年連続 100％※1 を維持する株式会社ＩＫホールディングス（本社：愛知県名古屋
市 代表取締役：長野庄吾）と連結子会社である株式会社アイケイは、働きがいのある職場づくりとより良
いキャリア支援の一環として、社内の働く女性の意見を取り入れた『ワーキングウーマンプロジェクト
（WWP）』に取り組んでおりますが、この度、育児短時間勤務の時間選択拡充が決定いたしました。それに
合わせ、プロジェクト発起人＆社員インタビューも公開いたします。（写真：2023 年に発足した「ワーキン
グウーマンプロジェクト」メンバー） 

 

◆日本における第 1子出産後の女性の継続就業率は 69.5％※2、育休取得率は 85.1％※3 厚生

労働省「今後の仕事と育児・介護の両立支援に関する研究会」が発表した「第一子出産前後の妻の継続就業

率・育児休業利用状況」によると、2015 年～2019 年の出産前有職者における出産後継続就業率は、69.5％

でした。また、2022 年度の育休取得率は 85.1％となりました。 

当社は 11 年連続で育休取得率・職場復帰率 100％※1 を維持しており、今後も安心して働ける環境と、働

き甲斐のあるキャリア支援に取り組んでいきます。 

※１ 2012 年～2023 年 5 月期 育児休業取得率（育児休業取得者数 ÷ 出産した社員数）、職場復帰率（該当年度の育児休業終了者のうち復職した者の数） 

※2※3 厚生労働省「今後の仕事と育児・介護の両立支援に関する研究会（第 8 回）資料 3」https://www.mhlw.go.jp/content/11901000/001101627.pdf 

グループ初の女性活躍支援プロジェクト 

「ワーキングウーマンプロジェクト」が本格始動 

育児短時間勤務の時間選択拡充が決定！ 

～女性の育休取得・職場復帰率は11年連続100％～ 



 

◆ワーキングウーマンプロジェクト（WWP）発足の背景 

WWP は「“自分らしく活躍するために自分たちで変えていく”という気持ちを後押ししたい。」と立ち上

がったプロジェクトで、意欲的に会社と関わる女性社員を発掘したいという想いからスタートしました。女

性社員は多く在籍するものの、WWP が発足する前の 2022 年度までは女性の管理職は社外取締役を除けば

6 名※4 で、事例も少なく、女性管理職が仕事と育児を両立させるにはハードルになる部分もありました。本

プロジェクトが始動し社員と面談する中で、仕事は好きだけど働き方の不安から昇進や管理職には関心が

低くなりがちであることが分かりました。これらの課題を解決するために WWP では様々な取り組みを始

めています。 

※4 2001 年 12 月 JASDAQ 上場～2022 年 5 月末まで 

 

◆これまでの取り組み実績 

・WWPメンバーが女性社員とそれぞれ個別面談を実施 

  女性社員一人ひとりと「女性が働きやすく活躍できるためのアイデア」や「会社に対して何か希望

すること（制度・取組みなど）」などを中心に面談を実施 

・お金の勉強会セミナーを開催（2024年３月） 

  面談の中で「新 NISA に関する内容を知りたい」という声が多く挙がったため、外部講師をお招

きし、セミナーを開催 

・会議の開始時間を繰り上げ。会議は最長でも 2時間以内に。 

  責任者が集まる定例会議も 17 時から 15 時に大幅に繰り上げ。会議時間そのものも見直し、最大

2 時間に設定 

・土曜日の会議を平日に変更。 

  月１回土曜日に開催されていた管理職会議を金曜日に変更。慣例のものを覆すのは時に勇気もい

るが自分たちで考え、より良い働きやすさを実現 

 

◆2024年6月から選択制時短勤務制度の拡充 

・育児短時間勤務の時間選択制度 

これまで時短勤務は 5 時間の一択でしたが、この度、子どもが３年生になる前日まで、５時間・

６時間・７時間の３択方式にアップデートいたしました。これによりこれまで以上に子育て社員の

ライフスタイルに合う、自分らしい働き方の実現をサポートします。 

 

◆社員インタビュー 

・WWPが始まって 6か月が経過しました。今回WWP発起人と女性社員に対し、これまでの活動で

印象に残っていることや今後の目標・意気込みなどをインタビューしました。 

 

原 知子 （プロジェクトリーダー・制作）  

社長面談とは別で、今回はもっとフランクに社員同士で話せたかと思います。面談を実施した中で

育児中ではない社員から、「お母さんたちがもっと働きやすい環境作り」を推進してほしいと意見

があり、現メンバーのこと、自分の将来のことを考えてのことだと解釈しました。皆、これからの

自分のことを真剣に考えていない者はいないと思います。安心してポテンシャルを発揮できる組

織になるように活動を進めたいと思いました。今後は具体的な行動計画を元に、社員がよりイキイ

キと輝けるアイケイを目指します。 

今後も女性活躍推進に関する取り組みを実施し、厚生労働大臣が子育てサポート企業を認定する

「えるぼし認定」と「くるみん認定」を受けることを目指していきたいです。これまでの取り組ん



でいたことも第三者から認定を受けることで活動へのモチベーションにも繋がりますし、WWP が

さらに良いものになっていくと思っています。 

 

「えるぼし認定」「くるみん認定」とは  

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000091025.html 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kodomo/shokuba_kosodate/kurumin/ind

ex.html 

 

山本 美奈（化粧品開発） 

「働き方」という一言でも、千差万別。1 つの事をやるために、何がどう影響するのかを考えなが

ら進めていく事の大変さを感じています。5 年、10 年先の未来を見据えて、少しずつでも新たな

一歩を踏み出せればと思います。面談を重ねる中で、家族の理解・体調面・介護など様々な問題を

抱える社員が多くいることを実感しました。普段はそんな素振りは一切見せずにいるので、驚いた

のを覚えています。今悩んでいる者だけではなく、全員が将来人生の岐路に立った際に、働くこと

を諦めないでいられる環境つくりを少しでも進められればと思います。 

 

藤田 幸恵（雑貨事業部）  

今まで話したことのないメンバーとも面談し、一人一人の考え方や仕事に対する価値観、アイデア

を知ることが出来、とても良い機会となりました。私自身、子供が 2 人いて現在時短制度を活用

しています。ある時、原から私のような立場でも、仕事にやりがいを感じられる環境、望めばステ

ップアップが叶えられるような環境を整えられたら、現在育児中の社員もこれから育児をする世

代にも希望となる、という言葉をもらいました。自身が働きやすい環境を整える事がみんなのため

にもなる、と思い活動をしていきたいです。 

 

 

株式会社ＩＫホールディングス 

○本社   〒450-0002 愛知県名古屋市中村区名駅 3-26-8  KDX 名古屋駅前ビル５階 

○東京支社   〒104-0061 東京都中央区銀座一丁目 7 番 3 号  京橋三菱ビル７階 

○代表   代表取締役社長 COO 長野庄吾 

○設立   1982 年 5 月 1 日 

○資本金  6 億 2,094 万円 

○売上高  141 億 79 百万円（2023 年 5 月期 連結） 

○従業員  222 名（2023 年 5 月末 連結）  

○ホームページ https://www.ai-kei.co.jp 

 

株式会社アイケイ 

○本社   〒453-0809 愛知県名古屋市中村区名駅三丁目 26 番 8 号 KDX 名古屋駅前ビル 5 階 

○東京支社 〒104-0061 東京都中央区銀座一丁目 7 番 3 号 京橋三菱ビル７階 

○代表   代表取締役社長 中島靖隆 

○ホームページ  https://www.ai-kei.co.jp/ik 

株式会社アイケイは、美しく生きる・健康に生きる・楽しく生きる、の 3 軸をテーマに、長年にわたって蓄積

されたビッグデータから、化粧品・生活雑貨・食品等の商品開発を行い、企画・製造・販売・物流までを一貫

して行う、メーケティングメーカーです。 

 

 

 

プレスリリースに関するお問い合わせ先 

総務グループ（052-380-0260） 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000091025.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kodomo/shokuba_kosodate/kurumin/index.html
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